
二
〇
十
三
年
十
月
に
、
全

日
建
連
帯
労
組
、
全
港
湾
大

阪
支
部
、
港
合
同
の
三
者
が
、

当
時
の
大
阪
市
長
で
あ
り
弁

護
士
の
橋
下
徹
氏
を
大
阪
弁

護
士
会
綱
紀
委
員
会
に
申
し

立
て
て
い
た
事
案
に
つ
い
て
、

大
阪
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会

は
、
十
一
月
二
七
日
付
で
対

象
会
員
（
橋
下
徹
弁
護
士
）

を
、
懲
戒
委
員
会
に
事
案
の

審
査
を
求
め
る
こ
と
を
相
当

と
す
る
旨
通
知
し
ま
し
た
。

■
■
橋
下
悪
政
の
経
過

思
え
ば
、
橋
下
知
事
・
市

長
と
い
う
動
き
の
中
で
、
大

阪
の
労
働
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
知
事
就
任
の

一
年
余
り
で
、
都
構
想
が
発

表
さ
れ
、
大
阪
維
新
の
会
の

発
足
に
よ
り
、
大
阪
の
政
界

は
激
変
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
知
事
は
府
下

全
域
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
、
十
月
に
は
次

の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。
「
大
阪
市
職
員
は
政

治
活
動
を
し
て
い
る
・
・
・

我
々
が
勝
っ
た
時
に
は
覚
悟

し
と
け
よ
」
と
労
働
組
合
敵

視
の
発
言
が
い
た
る
と
こ
ろ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
十
一
年
の
統
一
地
方

選
挙
は
、
橋
下
人
気
に
あ
や

か
っ
て
、
府
議
会
で
は
単
独

過
半
数
、
大
阪
市
、
堺
市
で

第
一
党
に
躍
り
出
ま
す
。

こ
う
し
た
橋
下
人
気
を
背

景
に
、
知
事
職
を
一
年
残
し

て
辞
職
し
、
Ｗ
選
挙
に
打
っ

て
出
た
の
で
す
。
当
時
の
選

挙
公
約
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。
「
大
阪
に
は
府
知

事
と
市
長
の
二
人
指
揮
官
が

い
る
。
府
と
市
の
財
源
を
一

人
の
指
揮
官
に
集
中
さ
せ
、

大
型
開
発
（
高
速
鉄
道
や
高

速
道
路
の
建
設
、
カ
ジ
ノ
賭

博
誘
致
な
ど
の
経
済
政
策
）

を
推
進
す
る
」
。
「
大
阪
都

構
想
」
又
、
「
職
員
基
本
条

例
」
「
教
育
基
本
条
例
」
等

の
制
定
を
訴
え
、
現
職
を
破

り
当
選
し
ま
し
た
。

十
九
日
就
任
後
、
組
合
事
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団結権侵害に反撃を！
橋下弁護士(前大阪市長)、懲戒委員会に!

①初審命令の履行義務違反
②弁護士職務規定違反



務
所
使
用
料
の
減
免
廃
止
に

続
き
、
支
部
の
便
宜
供
与
が

廃
止
さ
れ
、
翌
年
の
一
月
、

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
打
ち
切
り
、

休
暇
の
リ
セ
ッ
ト
、
一
月
末

に
は
、
市
役
所
庁
舎
に
あ
っ

た
四
単
組
に
対
し
て
、
組
合

事
務
所
退
去
通
告
が
出
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
仕

事
納
め
の
日
に
行
っ
た
市
長

就
任
の
施
政
方
針
演
説
に
あ

り
、
労
働
組
合
の
「
適
正
化
」

を
表
明
し
、
次
の
よ
う
な
演

説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
公

務
員
組
合
を
の
さ
ば
ら
し
て

お
く
と
国
が
破
綻
す
る
、
組

合
を
是
正
、
改
善
し
て
い
く
」

と
述
べ
、
大
阪
市
労
連
な
ど

大
阪
市
職
員
の
労
働
組
合
に

対
し
て
、
組
合
事
務
所
の
退

去
要
求
、
便
宜
供
与
の
全
面

禁
止
を
宣
言
し
、
労
働
組
合

活
動
に
干
渉
し
、
妨
害
す
る

姿
勢
を
宣
言
し
た
の
で
す
。

そ
れ
以
来
、
毎
日
の
よ
う

に
組
合
批
判
が
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
流
さ
れ
ま
し
た
。

■
■
四
年
目
の
結
論

今
回
事
案
の
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
「
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
問
題
の
不
当
労
働

行
為
を
争
っ
た
事
件
の
、
大

阪
府
労
働
委
員
会
命
令
に
対

す
る
弁
護
団
の
記
者
会
見
に

対
し
て
橋
下
市
長
が
会
見
で

述
べ
た
言
葉
で
す
。

標
記
①
初
審
命
令
の
履
行

義
務
違
反
②
弁
護
士
職
務
規

定
違
反
と
い
う
調
査
結
果
の

詳
細
は
、
別
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

長
い
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
当
時
、
橋
下
市
長
が

行
っ
た
様
々
な
発
言
や
言
動

は
明
ら
か
な
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
り
、
辞
任
し
た

か
ら
と
言
っ
て
見
逃
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が

私
た
ち
の
方
針
で
す
。

■
■
裁
判
闘
争
を
闘
う
ぞ
！

入
れ
墨
調
査
を
拒
否
し
て

懲
戒
処
分
を
受
け
て
人
事
委

員
会
で
闘
っ
て
き
た
竹
下
氏

の
裁
決
は
市
の
言
い
分
を
認

め
た
判
断
と
な
り
、
竹
下
氏

を
支
え
て
き
た
懲
戒
処
分
を

許
さ
な
い
南
大
阪
の
会
も
、

当
該
竹
下
氏
も
こ
の
裁
決
は

受
け
入
れ
る
事
は
出
来
な
い

と
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
提

訴
す
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
の
も
と
で
十
一

月
三
〇
日
、
入
れ
墨
調
査
裁

判
闘
争
勝
利
、
団
結
権
確
保
、

大
阪
都
構
想
反
対
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
官
民
連
帯
の

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

弁
護
団
、
当
該
、
連
帯
の
挨

拶
な
ど
、
会
場
一
杯
の
熱
気

あ
ふ
れ
る
集
会
と
な
り
ま
し

た
。官

民
連
帯
の
闘
い
が
長
く

根
づ
い
た
南
大
阪
の
地
か
ら
、

橋
下
市
長
の
「
職
務
と
言
え

ば
何
し
て
も
許
さ
れ
る
の
か
」

「
職
員
の
良
心
や
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
市
長
と
言
え
ど
も

侵
す
こ
と
は
出
来
な
い
」
と

い
う
事
を
裁
判
の
場
で
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。委

員
長

中
村
吉
政
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